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※原則として提出は不要とし、施工体制台帳提出時に「下請

負人等一覧表」を提出する。

・発注者が求めた場合には提出する。施工計画、施工体制台

帳作成以前に提出する。日々単価契約の場合、金額欄には

想定される工期の総額を記載。なお、変更があった場合はそ

の都度提出。

・契約金額変更に伴い、工事下請契約総額が4,000万円を超え

る場合、工期途中であっても監理技術者を配置する。

※原則として提出は不要とし、施工体制台帳提出時に「下請

負人一覧表」を提出する。

・発注者が求めた場合には提出する。施工計画、施工体制台

帳作成以前に提出する。日々単価契約の場合、金額欄には

想定される工期の総額を記載。なお、変更があった場合はそ

の都度提出。

・契約金額変更に伴い、工事下請契約総額が3,000万円を超え

る場合、工期途中であっても監理技術者を配置する。
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・全工事について、施工計画書に含めて提出する。

・提出様式は次のいずれかによることとする。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（原則CREDASを利用した様式は使用しない）

　　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

・全工事について、施工計画書に含めて提出する。

・提出様式は次のいずれかによることとする。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（当面の間、CREDASを利用した様式でも可とする）

　　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

23 再生資源利用促進計画書

・全工事について、施工計画書に含めて提出する。

・提出様式は次のいずれかによることとする。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（原則CREDASを利用した様式は使用しない）

　　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

・全工事について、施工計画書に含めて提出する。

・提出様式は次のいずれかによることとする。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（当面に間、CREDASを利用した様式でも可とする）

　　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

CREDAS廃止に伴う当面の措置

正
書類等作成上の留意事項

下請負人通知書

再生資源利用計画書

NO.訂正日

誤
書類等作成上の留意事項

書類名称 備考

正　誤　表

平成30年9月27日（ホームページへの当初掲載）以降の正誤状況

平成30年9月28日

平成30年9月28日

平成30年9月28日
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正
書類等作成上の留意事項

NO.訂正日

誤
書類等作成上の留意事項

書類名称 備考
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・下請負契約を締結したときは、「工事現場等における適正な

施工体制の確保等に関する運用について」（平成15 年10 月8

日付け15 監技第185 号）に基づき施工体制台帳を作成し、工

事現場に備え、かつ写しを監督員等に提出しなければならな

い。

・施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合は、その

都度すみやかに監督員等に提出する。

・下請負人等一覧表を合わせて提出する。

・下請負契約を締結したときは、「工事現場等における適正な

施工体制の確保等に関する運用について」（平成15 年10 月8

日付け15 監技第185 号）に基づき施工体制台帳を作成し、工

事現場に備え、かつ写しを監督員等に提出しなければならな

い。

・施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合は、その

都度すみやかに監督員等に提出する。

・下請負人一覧表を合わせて提出する。

69

・提出様式は次のいずれかによることとし、電子データを納品

するとともに、印刷して提出すること（COBRISの場合は電子

データの納品は不要）。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（原則CREDASを利用した様式は使用しない）

　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

・再生資材利用量は実際に使用された再生資材の量とする。

・全工事について、実績を提出する。

・提出様式は次のいずれかによることとし、電子データを納品

するとともに、印刷して提出すること（COBRISの場合は電子

データの納品は不要）。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（当面の間、CREDASを利用した様式でも可とする）

　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

・再生資材利用量は実際に使用された再生資材の量とする。

・全工事について、実績を提出する。

70 再生資源利用促進実施書

・提出様式は次のいずれかによることとし、電子データを納品

するとともに、印刷して提出すること（COBRISの場合は電子

データの納品は不要）。

　①　COBRIS（建設副産物情報交換システム、通称ｺﾌﾞﾘｽ）※

を利用した様式

　②　CREDAS廃止に伴い国土交通省のホームページに掲載

されている「建設リサイクル報告様式」

　（原則CREDASを利用した様式は使用しない）

　※(一財)日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建

設副産物の情報交換サービス。平成30年度は、受注者・発注

者とも無料で利用可能。

[http://www.recycle.jacic.or.jp/]

・再生資材利用量は実際に使用された再生資材の量とする。

・全工事について、実績を提出する。

〃

施工体制台帳

（元請人、下請人に関する事項）

平成30年9月28日

平成30年9月28日

平成30年9月28日

再生資源利用実施書
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